
4平成28年１月から『マイナンバー制度』が始まります

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
、

住
民
票
を
持
つ
全
て
の
方
に
通
知
さ
れ
る

12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て

法
律
で
定
め
ら
れ
た
も
の
を
『
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
』
と
言
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
持
つ
こ
と
で
、
国
や
地
方
自
治
体

な
ど
の
行
政
機
関
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

に
存
在
す
る
複
数
の
個
人
情
報
が
、
同
一

者
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

の
各
分
野
の
行
政
手
続
き
に
お
い
て
効
率

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
の
利
便
性
の
向
上
や
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

●
公
平
・
公
正
な
社
会
の

　実
現

　
所
得
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
状
況
を
把
握
し
や

す
く
な
り
、
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
こ
と

や
不
正
な
受
給
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

●
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請
時
に
、
用
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
少
な
く
な

り
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
行
政
の
効
率
化

　
被
災
者
台
帳
の
作
成
な
ど
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
行
政

支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
社
会
保
障
関
係
の

　手
続
き

　
年
金
や
雇
用
保
険

の
資
格
取
得
・
確
認
・
給
付
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
事
務
、
医
療
保
険
の
給
付
の
請
求
、

児
童
手
当
の
現
況
届
や
生
活
保
護
、
福
祉

分
野
の
給
付
届
の
際
な
ど
に
提
示
。

●
税
務
関
係
の
手
続
き

　
税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
や
届

出
書
、
法
定
調
書
、
都
道
府
県
・
市
町
村

に
提
出
す
る
申
告
書
、
給
与
支
払
報
告
書
、

源
泉
徴
収
票
な
ど
に
記
載
。

●
災
害
対
策

　
防
災
・
災
害
対
策

に
関
す
る
事
務
、
被

災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
給
付
、
被
災
者

台
帳
の
作
成
事
務
な

ど
で
使
用
。

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』っ
て
な
に
？

ど
ん
な
風
に
便
利
に
な
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
ん
な
場
面
で

必
要
に
な
る
の
？

▼問い合わせ
　企画調整グループ
　（☎85５１０９）

▲マイナンバーキャラクター
　マイナちゃん

平成28年１月から
『マイナンバー制度』が始まります

　間もなく開始が予定されている『マイ
ナンバー制度』。わたしたちの暮らしがどの
ように変わるのか、どのよ
うな場面で使用するのか
ご存じでしょうか。
　今号では、マイナンバー
制度についてお知らせします。

厚生年金の裁定請求の際に、
年金事務所にマイナンバーを
提示します。

証券会社や保険会社などに
マイナンバーを提示し、
法定調書などに記載します。

勤務先にマイナンバーを提示し、
源泉徴収票などに記載します。

顧客の個人番号を法定調書
などに記載して税務署など
に提出します

従業員やその扶養家族の個人番号を
源泉徴収票などに記載して税務署や
市区町村に提出します

私
た
ち
に

ど
う
関
係
し
て

く
る
の
？

たとえば
こんなときに
使います

年金事務所
保険会社 勤務先


